
新宮×富郷ブレンド茶特集

お茶のブランド化へ一歩一歩！お茶のブランド化へ一歩一歩！
～ブレンド～ブレンドほうじ茶ほうじ茶  がまもなく完成～がまもなく完成～

新
商
品
は
人
気
の
「
ほ
う
じ
茶
」

　

ほ
う
じ
茶
は
、
煎
茶
や
番
茶
な
ど
、
緑
色
の
茶

葉
を
焙
煎
し
た
も
の
で
す
。
焙
煎
す
る
過
程
に
お

い
て
、
カ
フ
ェ
イ
ン
が
減
少
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど
な
た
で
も
安
心
し
て

飲
め
る
お
茶
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
で
は
、
独
特
の
香
ば
し
い
香
り
を
生
か
し
た
、

ほ
う
じ
茶
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
人
気
が
急
上
昇
し
て

い
る
ほ
か
、
ほ
う
じ
茶
の
成
分
に
よ
る
リ
ラ
ッ
ク

ス
効
果
を
は
じ
め
、
冷
え
性
改
善
効
果
や
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
効
果
な
ど
も
期
待
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

新
宮
・
富
郷
の
茶
葉
は
、
生
育
に
関
し
て
好
条

件
が
整
っ
た
自
然
環
境
の
中
、
大
き
く
、
し
っ
か

り
と
し
た
、
香
り
の
よ
い
茶
葉
に
成
長
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
茶
葉
の
特
徴
は
、
ほ
う
じ
茶
の
製
造

に
向
い
て
い
る
た
め
、
ブ
レ
ン
ド
茶
の
新
商
品
に

は
、
ほ
う
じ
茶
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

完
成
の
春
が
待
ち
遠
し
い

　

茶
は
冬
の
間
、
厳
し
い
寒
さ
に
耐
え
、
じ
っ
と

芽
吹
き
の
時
期
を
待
っ
て
い
ま
す
。
ブ
レ
ン
ド
ほ

う
じ
茶
は
、
こ
の
春
に
育
つ
新
宮
・
富
郷
の
新
茶

を
加
工
・
ブ
レ
ン
ド
し
製
造
さ
れ
ま
す
。

　

う
ま
茶
振
興
協
議
会
で
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
販

売
方
法
な
ど
、
商
品
化
に
関
す
る
協
議
を
重
ね
、

６
月
の
発
売
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
茶
の
季
節
は
も
う
す
ぐ
で
す
。
ブ
レ
ン
ド
ほ

う
じ
茶
の
完
成
を
、
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

茶
業
支
援
研
修 

参
加
者
募
集

自
然
が
育
む
「
お
茶
ど
こ
ろ
」

　

四
国
中
央
市
の
山
間
地
域
で
あ
る
新
宮
・
富
郷

は
、
四
国
山
脈
と
法
皇
山
脈
の
山
峡
を
縫
う
銅
山

川
流
域
で
、
季
節
を
問
わ
ず
発
生
す
る
深
い
霧
と

山
間
地
特
有
の
寒
暖
差
と
い
っ
た
自
然
の
恩
恵
に

よ
り
、
品
質
の
良
い
お
茶
が
生
産
で
き
る
条
件
が

揃
っ
た
地
域
で
す
。

　

新
宮
で
は
昭
和
29
年
か
ら
、
富
郷
で
は
昭
和
32

年
か
ら
、
茶
の
品
種
「
や
ぶ
き
た
」
を
導
入
。
そ

の
後
、
昭
和
50
年
頃
に
は
、
県
の
集
団
茶
園
事
業

で
事
業
を
拡
大
し
、
現
在
で
は
、
県
内
の
茶
葉
生

産
量
の
う
ち
約
４
割
を
占
め
る
、県
下
最
大
の
「
お

茶
ど
こ
ろ
」
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
宮
茶
は
品
評
会
に
お
い
て
「
香
り
日

本
一
」
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
茶
産
業
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
た
脇
製
茶
場
社
長
の
脇
斗
志
也
さ
ん

が
、
第
70
回
愛
媛
新
聞
賞
・
農
林
水
産
部
門
を
受

賞
さ
れ
る
な
ど
、
本
市
の
茶
産
業
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

う
ま
茶
振
興
協
議
会
の
設
立

　

産
地
を
守
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

推
進
す
る
も
の
の
、
担
い
手
不
足
や
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
大
き
く
、
茶
葉
の

生
産
量
や
販
売
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
安
心
・
安
全

な
茶
産
地
づ
く
り
を
は
じ
め
と
し
た
茶
業
振
興
を

図
る
た
め
「
茶
工
場
」
「
生
産
者
」
「
行
政
」
が
協

働
し
、
昨
年
２
月
に
「
う
ま
茶
振
興
協
議
会
」
を

設
立
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
新
宮
・
富
郷
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
茶
葉
の
特
性
を
生
か
し
た
ブ
レ
ン
ド

茶
を
作
る
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
、
同
協
議
会
は
、
特
上
煎
茶
の
ブ
レ

ン
ド
茶
を
商
品
化
し
、
茶
業
振
興
イ
ベ
ン
ト
で
の

販
売
や
、
敬
老
会
の
記
念
品
と
し
て
配
布
す
る
な

ど
、
ブ
レ
ン
ド
茶
の
認
知
度
向
上
だ
け
で
な
く
、

茶
文
化
の
醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
地
道
に
続

け
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
、
茶
業
の
担
い
手

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
新
宮
・
富
郷
の
茶
園
で
、

茶
業
の
技
術
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

４
月
下
旬
か
ら
５
月
中
旬
の
２
日
間

　

７
時
30
分
～
16
時

※
午
前
・
午
後
の
み
の
参
加
も
可
（
要
相
談
）

　

新
宮
・
富
郷
地
域
内
の
茶
園
（
希
望
地
要
相
談
）

　

茶
畑
で
茶
袋
の
搬
送
、 

茶
加
工
場
の
作
業
、
茶

摘
み
補
助
な
ど

　

20
歳
以
上
で
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
（
市
外
可
）

　

４
名
程
度

　

昼
食
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
な
ど

　

３
月
18
日 

（
金
）
17
時
ま
で

助
成
措
置　

１
日
に
つ
き
交
通
費
２
千
円
を
助
成

※
事
務
局
負
担
で
傷
害
保
険
に
加
入

　

電
話
ま
た
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年

齢
を
明
記
の
う
え
、
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

う
ま
茶
振
興
協
議
会
事
務
局
（
農
業
振
興
課
内
）

　

28
・
６
３
２
３　
　

28
・
６
１
２
６

　

cha.kensyuu@city.shikokuchuo.ehime.jp

このデザインは、新宮・富郷地区の風土や情景をもとにデザインされており、

山にかかる霧を羽衣のようにふわりと表現しています。

お茶の色、澄んだ空気の色、温かい人の色、

それぞれの色が重なり合い作られているのが今回のブレンド茶です。

ブレンド茶がどんな名前になるか予想してみてくださいね。

支
え
合
い
な
が
ら
産
地
を
守
る

　

近
年
、
本
市
に
お
け
る
茶
産
業
は
、
高
齢
化
や

担
い
手
の
不
足
に
よ
り
、
労
働
力
の
確
保
が
難
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
地
元
に
根
付
い
た
茶
産
業

を
守
る
た
め
、
「
繋
が
り
」
に
注
目
し
、
農
作
業

支
援
セ
ン
タ
ー
や
、
福
祉
事
業
所
な
ど
と
連
携
す

る
こ
と
で
、
新
茶
の
摘
み
取
り
作
業
や
茶
葉
の
選

別
・
袋
詰
め
な
ど
を
委
託
で
き
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
労
働
力
を
補
い
な
が
ら
、
支

え
合
う
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。

豊かな自然に囲まれ、のびのびと育つ茶葉。新宮と富郷では、同じ品種の茶葉が育てられて

いますが、標高や土壌、手入れの方法の違いなどから、それぞれの香りや味に特徴があります。

　　 新宮茶の「上品な甘味と香気」　  富郷茶の「野性味あふれる芳醇な味わい」

この 2 種類の茶葉をブレンドすることで、それぞれの特性を生かし合い、ほのかな甘味と、

すっきりとした後口が魅力的な、お茶どころ四国中央市のほうじ茶が完成間近です。

新宮×富郷ブレンド茶のブランド化に向けて使用される予定のデザイン


